
特集／障害と開発｜開発のイマージング・イシュー

「
障
害
と
開
発
」
は
、「
開
発
」
の
イ
マ
ー
ジ

ン
グ
・
イ
シ
ュ
ー
で
あ
る
と
書
い
た
。
読
者
の
方

々
の
中
に
は
こ
の
分
野
に
ま
だ
な
じ
み
の
な
い
方

も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
方
々
の
た
め
に
、

い
く
つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
選
ん
で
、
簡
単
な
解

説
を
附
す
る
こ
と
と
し
た
。

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
（Em

pow
erm
ent

）

力
を
与
え
る
こ
と
と
い
う
意
味
が
お
お
も
と
の

意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
障
害
者
が
元
来
持
っ

て
い
る
能
力
を
社
会
的
抑
圧
な
ど
を
取
り
除
く
こ

と
に
よ
っ
て
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
意

味
で
使
わ
れ
る
。す
で
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
開
発
」

の
領
域
で
も
使
わ
れ
て
い
る
用
語
で
も
あ
る
が
、

対
象
が
異
な
る
だ
け
で
あ
る
。

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
（M

ainstream
ing

）

主
流
化
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
障
害
者
を
社

会
の
周
縁
部
に
追
い
や
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
参

加
メ
ン
バ
ー
の
一
人
に
し
て
い
く
と
い
う
意
味
。

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
共
に
「
障
害
と
開
発
」

の
分
野
で
世
界
的
に
重
要
な
要
素
と
さ
れ
て
い
る
。

障
害
（D

isability

）

「
障
害
と
開
発
」
で
は
、
障
害
の
社
会
モ
デ
ル

の
立
場
に
立
っ
て
、
障
害
は
、
個
人
に
帰
せ
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
の
側
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
「
障
害
者
をD

isabled

す
る
も
の
」
に
注
目
す

る
と
い
う
立
場
を
取
る
。
二
○
○
一
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ

が
出
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｆ
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
障
害
分
類

は
、
こ
う
し
た
社
会
モ
デ
ル
を
反
映
し
た
環
境
要

因
を
含
む
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

障
害
学
（D

isability Studies

）

イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
発
達
し
た
障
害
当
事

者
の
視
点
に
基
づ
く
社
会
科
学
。
従
来
の
社
会
福

祉
学
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
が
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
障
害
者
個
人
へ
の
対
応
に
重
点
を
置
い

て
い
る
の
に
対
し
、
社
会
制
度
と
障
害
者
と
の
関

わ
り
や
、
障
害
者
を
非
力
な
も
の
に
お
い
や
っ
て

し
ま
う
仕
組
み
に
注
目
す
る
。
特
に
イ
ギ
リ
ス
で

発
達
し
た
障
害
学
は
、
障
害
の
「
社
会
モ
デ
ル
」

を
強
く
打
ち
出
し
、
国
連
等
で
の
障
害
者
関
係
施

策
に
強
く
影
響
を
与
え
て
い
る
。

Ｄ
Ｉ
Ｄ
（D

isability Inclusive D
evelopm

ent

）

開
発
途
上
国
に
お
け
る
開
発
過
程
は
障
害
者
も

含
ん
だ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
考
え

方
。
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
れ
を
敢
え
て
強

調
し
て
お
か
な
い
と
、
と
も
す
れ
ば
障
害
者
の
こ

と
が
開
発
政
策
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
案
な
ど
で

忘
れ
ら
れ
が
ち
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
非
障
害
者
の
み
を
想
定
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

作
っ
た
後
で
、
障
害
者
の
参
加
が
可
能
な
条
件
を

後
か
ら
揃
え
よ
う
と
す
る
と
コ
ス
ト
高
に
な
る
ケ

ー
ス
の
方
が
多
い
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

国
連
障
害
者
の
権
利
条
約

正
式
名
称
は
、
障
害
者
の
権
利
及
び
尊
厳
の
保

護
及
び
促
進
に
関
す
る
総
合
的
か
つ
包
括
的
な
国

際
条
約
。

何
度
か
の
提
案
と
否
定
を
経
な
が
ら
、
よ
う
や

く
二
○
○
六
年
八
月
二
五
日
国
連
特
別
委
員
会
で

条
約
草
案
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
国
連
総
会

に
同
条
約
の
草
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
た
後
、

各
国
に
よ
る
批
准
を
経
て
成
立
す
る
予
定
で
あ
る
。

世
界
人
権
宣
言
で
出
さ
れ
た
普
遍
的
な
人
権
の
確

立
だ
け
で
な
く
、
児
童
や
女
性
の
権
利
と
同
様
、

新
た
に
障
害
者
に
も
権
利
が
確
認
、
確
立
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

同
法
は
、
日
本
の
国
内
法
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

の
み
な
ら
ず
、「
国
際
開
発
協
力
」
に
つ
い
て
の

「
障
害
と
開
発
」
を
理
解
す
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
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条
項
が
入
っ
た
こ
と
で
、
開
発
分
野
に
お
い
て
も

途
上
国
に
お
け
る
障
害
分
野
で
の
同
条
約
の
内
容

の
達
成
に
ど
の
よ
う
に
協
力
し
て
い
く
か
と
い
う

問
題
も
今
後
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

手
話

手
話
は
各
国
の
音
声
言
語
と
は
独
立
し
た
文
法

を
持
つ
ろ
う
者
の
自
然
言
語
で
あ
る
。
国
連
の
障

害
者
の
権
利
条
約
草
案
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
手
段
と
し
て
で
は
な
く
、
言
語
と
し
て
認
知

さ
れ
、
手
話
教
育
の
充
実
や
各
国
の
手
話
の
標
準

化
へ
の
取
り
組
み
が
課
題
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
。

ま
た
多
く
の
国
で
は
、
聞
こ
え
る
人
た
ち
と
ろ
う

者
と
を
つ
な
ぐ
手
話
通
訳
の
養
成
も
急
務
で
あ
る
。

Ｃ
Ｂ
Ｒ（C

om
m
unity-Based R

ehabilitation

）

先
進
国
で
従
来
行
わ
れ
て
い
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
大
き
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設

を
建
て
、
そ
こ
に
通
所
・
入
院
す
る
こ
と
で
障
害

者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
い
う
Ｉ
Ｂ

Ｒ
（Institution-B

ased R
ehabilitation

）
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
開
発
途
上
国
の
環
境
、
特
に
農
村

部
が
多
い
環
境
下
で
は
そ
う
し
た
形
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
は
立
地
や
財
政
の
面
で
も
現
実
的
で

は
な
い
。
こ
れ
に
と
っ
て
代
わ
る
の
が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た

Ｃ
Ｂ
Ｒ
で
あ
る
。

地
域
社
会
の
中
に
小
さ
な
拠
点
を
作
る
こ
と
で

分
散
的
で
、
生
活
の
場
そ
の
も
の
を
変
え
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
。
地
域
開
発
の
戦
略
の
ひ
と
つ
と

し
て
位
置
づ
け
る
努
力
も
さ
れ
て
い
る
。

慈
善
ア
プ
ロ
ー
チ
と
開
発
ア
プ
ロ
ー
チ

狭
義
で
は
、
障
害
者
の
問
題
を
慈
善
（C

hari-

ty

）
の
問
題
と
し
て
、
富
裕
層
や
国
家
が
経
済
的

余
裕
を
振
り
向
け
る
も
の
と
考
え
る
の
が
慈
善
ア

プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
さ
ら
に
障
害
者
の
問
題
を
社

会
福
祉
の
領
域
で
実
現
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
福

祉
予
算
の
中
で
の
み
解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と
も
、

障
害
を
周
縁
的
・
個
別
的
な
も
の
と
考
え
る
意
味

で
、
広
義
の
慈
善
ア
プ
ロ
ー
チ
に
入
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
開
発
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
途
上
国

の
ど
こ
で
も
国
家
の
目
標
と
さ
れ
る
開
発
の
過
程

か
ら
障
害
者
を
排
除
し
な
い
、
開
発
過
程
の
一
員

と
考
え
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
開
発
ア

プ
ロ
ー
チ
は
、
国
連
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
よ
っ
て
一
九

八
○
年
代
か
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
推
し
進

め
ら
れ
て
き
た
が
、
未
だ
十
分
に
そ
の
趣
旨
は
理

解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
今
後
も
引
き
続
き
、

啓
蒙
が
必
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

権
利
ア
プ
ロ
ー
チ

国
連
の
障
害
者
の
権
利
条
約
の
議
論
を
通
じ
て

醸
成
さ
れ
て
き
た
ア
プ
ロ
ー
チ
。
開
発
ア
プ
ロ
ー

チ
で
は
途
上
国
と
い
う
文
脈
が
有
効
で
あ
っ
た
が
、

先
進
国
も
含
め
た
文
脈
で
、
各
国
が
課
題
と
す
べ

き
な
の
は
、
障
害
者
の
権
利
が
非
障
害
者
と
同
様

に
保
障
さ
れ
、
実
現
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
を
作
る

こ
と
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
障
害

「
障
害
と
開
発
」
の
中
に
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

問
題
も
当
然
、
考
慮
さ
れ
な
い
と
な
ら
な
い
。
途

上
国
、
障
害
者
と
い
う
二
重
の
軛
に
加
え
て
、
も

う
ひ
と
つ
女
性
と
い
う
軛
も
抱
え
て
い
る
人
た
ち

が
い
る
。
女
性
障
害
者
の
場
合
、
妻
と
し
て
の
社

会
的
役
割
を
担
え
な
い
と
し
て
結
婚
の
機
会
を
奪

わ
れ
て
い
た
り
、
逆
に
障
害
男
性
に
は
非
障
害
女

性
が
妻
と
し
て
あ
て
が
わ
れ
る
よ
う
な
事
実
や
セ

ッ
ク
ス
と
は
縁
が
な
か
っ
た
は
ず
と
さ
れ
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
感
染
者
の
迷
信
的
治
療
の
対
象
に

さ
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

（
も 

り　

そ
う
や
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
新
領

域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

《
主
要
関
連
邦
語
文
献
》（
出
版
年
順
）

石
川
准
・
長
瀬
修
編
『
障
害
学
へ
の
招
待
』
明
石

書
店
、
一
九
九
九
年
。

Ｐ
・
コ
ー
リ
ッ
ジ
『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
障
害

者
と
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
』
明
石
書
店
、
一
九
九

九
年
。

Ｄ
・
ド
リ
ー
ジ
ャ
ー
『
国
際
的
障
害
者
運
動
の
誕

生
』
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
研
究
所
、
二
○
○
○
年
。

長
瀬
修
・
川
島
聡
編
著
『
障
害
者
の
権
利
条
約
│

国
連
作
業
部
会
草
案
』
明
石
書
店
、
二
○
○
四

年
。

久
野
研
二
・
中
西
由
起
子
『
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
国
際
協
力
入
門
』
三
輪
書
店
、
二
○
○
四
年
。

Ｃ
・
バ
ー
ン
ズ
、
Ｊ
・
マ
ー
サ
ー
、
Ｔ
・
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
『
デ
ィ
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ
・
ス
タ
デ
ィ

ー
ズ
』
明
石
書
店
、
二
○
○
四
年
。

Ｍ
・
オ
リ
バ
ー
『
障
害
の
政
治
│
イ
ギ
リ
ス
障
害

学
の
原
点
』
明
石
書
店
、
二
○
○
六
年
。
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